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〇当該地区は、これまで急崖斜面からの落石や土砂流出による通行止めが多く発生しており、調

査の結果、岩盤崩壊の可能性も確認されているため、落石・岩盤崩壊リスクの回避が望ましい。

○対策案については、事業費・事業期間、施工時の安全性、維持管理面等を考慮し、地域の意見

も踏まえ、鉄道廃線跡地を活用した別線ルートによる防災対策を実施することが妥当。

函館開発建設部では、一般国道２２８号福島町松浦から松前町白神における特殊通行規制区間の解消に向

けて、有識者による検討会を開催し、課題の解消に向けた対策（案）について議論しました。

議論の結果、主な結論として以下のとおり取りまとめました。

□開催日：令和５年３月１３日（月）

□有識者：蟹江 俊仁（北海道大学大学院 工学研究院 教授）

小玉 齊明（函館工業高等専門学校 社会基盤工学科 准教授）

西 弘明（寒地土木研究所 研究調整監）

位置図

■問い合わせ先 国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部

道路計画課課長 武田祐輔 道路調査官石井 智章 （電話番号：0138-42-7614）

一般国道２２８号 福島町松浦～松前町白神間
防災対策に関する技術検討会（概要）

ふくしま ちょう まつまえちょうしらかみまつうら

対策案（標準断面）

至江差町
えさし

出典：標準地図（国土地理院）をもとに函館開発建設部作成

該当箇所

トンネル部土工部

▲落石・崩壊状況（写真①）

写真①

お 知 ら せ
令 和 ５ 年 ３ 月 １ ４ 日
国土交通省北海道開発局
函 館 開 発 建 設 部
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高さ25m
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特殊通行規制区間(L=6.0km)
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写真②
▲不安定岩体の状況（写真②）

8.00
0.753.253.250.75

9.00

3.25 1.251.25 3.25

延長 L=約7.4km

計画路線（案）
鉄道廃線跡地


